























































ル語、テルグ語、ウルドゥ語の 15 言語で「100 ルピー」と書かれている。しかし

























































したシク教などの宗教もある。2011 年のインドの国勢調査では、総人口 12 億 1
千万人以上のうち、もっとも宗教人口が多いのがヒンドゥー教で、全人口の 79.8%
である。次いでイスラーム教徒が 14.2%、キリスト教徒が 2.3%、シク教徒が 1.7%、


























































ラーム教徒の政治的特権を留保議席の形態で残すことを了承していた（47 年 8 月）。
しかし、最初の決定が見直されることになり（48 年 12 月）、最終的には留保議席
の対象を指定カーストと指定部族に限定し、宗教コミュニティに対してはその集団






























































































































ヒンドゥー教徒 79.7%、イスラーム教徒 19.3%、キリスト教徒 0.18%、シク教徒




2015 年 2 月 15 日、インド人（L さん）と結婚してサールナートに住む日本人
女性（K さん）の自宅にお邪魔してインタビューをさせていただいた。また、その
後メールにて追加インタビューをさせていただいた。






は 2002 年で、日本にはたまに帰るが、1 年近く帰っていたりすることもあるとい
う。インドでの居住に関しては、気候があわず、前はよかったが、今はきついとい
う。同居は、インド人の夫（L さん）と子どもの 3 人暮らしだが、家ができるまで
の最初の 8 カ月は義母と同居した。
人間関係は、夫の兄 2 人（他に長男の義兄は亡くなっている）、義母 1 人、義兄
のインド人妻 2 人と日本人妻、姪、甥など 15 人で、良好な関係を持っている。義
インドにおける宗教的マイノリティと日本人女性の結婚　101
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